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はじめに
千葉県立中央博物館は，千葉県の自然と歴史に

関する総合博物館として，1989 年 （平成元年） に開
館した．房総の自然誌を重視し，本館の他，隣接
して野外に房総の自然を再現した生態園が併設さ
れている．常設展示は「房総の自然と人間」をテー
マとし，一貫して千葉県に関わる展示を行ってい
る．開館から 30 年以上が経つが，大きな展示更新
は行っていない．

収蔵庫の概要
当館の収蔵スペースには大小 8 つの収蔵庫があ

り，収蔵庫全体の床面積合計は 3591.53 m2 である．
昆虫標本は第 5 収蔵庫 （1195.92 m2） 2 階の一部に収
蔵されている （図 1）．昆虫のスペースには，ドイ
ツ箱 40 箱を収納できるスチール製標本棚 88 本お
よび古い木製標本棚 10 数本があり，原則としてド
イツ箱大型に収納している．その他中量ラック数
本に段ボール箱に入ったハチの巣の標本が置かれ
ている．スチール製標本棚の内，20 本分が甲虫類
に割り振られ，2020 年 6 月現在，ドイツ箱 754 箱
に甲虫標本が収納されている （未登録標本を含む） 

（図 2）．その他未整理の標本が棚の上などに置かれ
ている．

甲虫コレクションの概要
2020 年 3 月末日現在，登録済み （標本に登録番

号が付されているもの） の昆虫標本は 194,690 点で
ある．これらには，手書き台帳だけのもの，エク
セルなどの電子データとなっているもの，県立博
物館資料データベースに登録され検索が可能なも
のなど，登録の様々な段階の標本が含まれる．こ
の内，県立博物館資料データベースへ登録済みの
標本は 105,953 点 （内，公開中は 104,029 点） であ
り，データベースで検索できるのはまだ全体の半
数強である．データベース登録済みのうち，甲虫
は 62,216 点 （内，公開中は 61,591 点），さらにこの
内の 57,172 点 （約 92％） が千葉県産である （2020
年 6 月末現在）．同定，登録，入力の作業を，千葉
県産を優先して行っているためにかなり偏った数
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図 1．第 5 収蔵庫の昆虫スペース． 図 2．標本の収蔵状況．
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字となっている．なお，資料データベース （http://
search.chiba-muse.or.jp/DB/） は，県立博物館 8 館 （美
術館，分館を含む） 共通のデータベースとなってい
るので，検索の際にまず分野 （動物） を選び，その
後の検索画面の「館コード」で中央博物館，「分類
コード」で昆虫を選択する必要がある．データベー
スには画像登録の機能もあるが，撮影と入力にま
で手が回っていない．後に紹介する大澤省三コレ
クション，山﨑秀雄コレクションなどのまとまっ
たコレクションや，他県，外国産の標本は未登録
が多く，上記の点数には含まれていないため，甲
虫の全標本数は不明である．おそらく，未登録を
含む甲虫のすべての標本数は 10 万点を大きく越え
るものと思われる．

主な甲虫コレクション
1）調査研究事業により収集された標本

当館が実施した主な調査研究事業として，小笠
原・北マリアナの昆虫調査 （1989 ～ 1992），カムチャ
ツカ・北千島の昆虫調査 （1996, 1997），東京大学千
葉演習林 （清澄山系） の昆虫相調査 （2012 ～ 2015）
がある．それぞれ報告書が刊行されているので詳
細はそちらをご覧いただきたい （Asakura & Furuki 

（ed.）, 1994; Komai （ed.）, 2000；斉藤ら，2017）．東
京大学千葉演習林の調査における甲虫類の成果と
しては，新種が 2 種 （キヨスミチビシデムシとキヨ
スミチビハバビロハネカクシ），千葉県初記録が約
200 種，同定，登録済み甲虫標本は 15,844 個体で
ある．標本のデータは上記のデータベースで検索
できる （一部の希少種は未公開）．これらの調査は，
報告書の作成にあたり多くの専門家の方々に同定
をお願いしているので，信頼度の高い証拠標本と
して重要なコレクションとなっている．

2）タイプ標本
収蔵している昆虫のタイプ標本は，ホロタイプ

308 点 （内，甲虫 208 点），パラタイプ 809 点 （内，
甲虫 132 点），ホロタイプの中でもっとも多い分類
群がハネカクシ科で 201 点，内，メダカハネカク
シ類 （Stenus） が 135 点となっている．元当館職員
のハネカクシ研究者直海俊一郎博士が記載した種
が多数含まれることから，このような数字となっ
ている．

タイプ標本は，特小サイズのユニットボックス
に原則 1 個体ずつ刺し，大型ドイツ箱に収納され
ている．収納棚は他の標本と分け，分類群に関係
なく登録番号順に並べている （図 3）．館外の研究
者からタイプ標本の収蔵の依頼があれば，必ず収

蔵させていただいている．その際，利用の際に便
利なように，原記載論文中にできるだけ当館の標
本番号を明記していただくよう記載者に依頼して
いる．そのためには，論文投稿前，つまり標本が
当館に届く前に番号を発行する．番号の管理が煩
雑ではあるが，番号を出しているがまだ届いてい
ないものがわかるようにし，当館に収蔵されるべ
き標本が届いていない，ということが無いように
気を付けている．また，原記載論文の刊行後に別
刷または PDF を必ずいただくようにして，こちら
も登録番号順にファイルしている．タイプ標本の
まだ半数ほどが資料データベースに未入力となっ
ており，すべてのタイプ標本のデータベース上で
の公開が，今後早急に進めたい課題である．

3）主な寄贈コレクション
甲虫類のまとまった寄贈標本としては，大澤省

三博士と山﨑秀雄氏のコレクションがある．名古
屋大学および広島大学名誉教授の大澤省三博士は，
分子遺伝学の研究者であると同時に，『DNA でた
どるオサムシの系統と進化』 （大澤ら，2002） など
の著書でも知られる著名な甲虫研究者である．ご

図 3．タイプ標本の収納の例．

図 4．大澤省三コレクション（ゴミムシダマシ科）．
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縁があって海外産の甲虫標本をご寄贈いただいた 
（日本産の標本は環境省生物多様性センターに収蔵
されている）．標本はご自身あるいはご友人が採集
されたものが中心で，どれも産地データのしっか
りしたものである．台湾産を中心に世界各地の広
い分類群の甲虫が含まれる．科としてはゴミムシ
ダマシ類が多く （図 4），当館に収蔵後，益本仁雄
博士により研究に利用され，タイプ標本となった
標本も含まれる （Strongylium osawai Masumoto, 2005
など，図 5）．また，台湾産ハムシ科の標本には，
木元新作博士の同定ラベルの付された標本も多く
含まれている．また，珍しい標本として，戦時中
にニューギニアで採集された標本がある （図 6）．
この箱の中のただし書きには，「この標本は，元名
古屋大学理学部教授 （生物学科） 山田常雄博士が，
戦時中陸軍工兵将校として従軍中，ニューギニア
において主として 1943 年に採集され，持ち帰られ
た貴重なものである．自筆のラベルから，野戦病院，
飛行場，Urwald （原始林） などが判読できる．わが
国のニューギニアの標本中，最も古いものの一つ
であろう．標本の製作は当時名大におられた中根

猛彦博士によると推定される．」とある．このよう
な経歴の標本が劣化せずに残され，当館に収蔵さ
れたことは感慨深い．

市川市在住の山﨑秀雄氏は，古くから千葉県内
の自治体等が行った調査に多く関わられ，各種報
告書などに多数の昆虫を記録されていることから，
山﨑氏が千葉県の昆虫相の解明に果たされた貢献
は非常に大きい．昨年，大型インロー箱 143 箱の
標本を引き取らせていただいた （ゴミムシダマシ
科を除く） （図 7）．1960 年代から最近まで 50 年以
上にわたり県内各地で採集された甲虫類の標本に
は，報告書などに記録された証拠標本が多く含ま
れ，将来，千葉県の昆虫を調べる上で重要なコレ
クションであることは間違いない．現在，市民研
究員の鈴木勝氏により標本を科別に収納する作業
が進行中である．未登録でまだデータベースに入っ
ていないので検索はできないが，科別に収納され
れば標本へのアプローチは容易になるはずである 

（残念ながらコロナ禍により，2020 年 7 月現在，外
部の方の博物館内での活動は中断中である）．

4）その他の証拠標本
自治体などが行った調査の標本は残されないこ

とが多いが，調査の実施段階から当館が関わった
調査の標本はできるだけ受け入れている．例えば，
佐倉市が行った自然環境調査の昆虫標本が当館に
収蔵されている．この調査では，当時東邦大学（報
告書発行時は北海道大学大学院）の学生だった九
州大学総合研究博物館の丸山宗利博士らが，現地
調査と取りまとめを行っている（丸山ら，2000）．
このコレクションには，関東では非常に稀で，千
葉県では 30 年ぶりの発見となったクマガイクロア
オゴミムシの標本が含まれる．これは丸山博士が
本調査で採集されたもので，千葉県ではこれ以降図 5．大澤省三コレクションから新種として記載されたゴ

ミムシダマシのタイプ標本．

図 6．戦時中にニューギニアで採集された標本 （大澤コレク
ション）．

図 7．山﨑秀雄コレクション．
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も記録は無く，貴重な標本である．また，この調
査に加わった佐倉市の昆虫研究家，信太利智氏（故
人）の標本もすべて当館に収蔵されている．信太
氏は，甲虫類だけではなく分類群を分け隔て無く
収集，標本化されており，地域の昆虫相を知るた
めの貴重なコレクションを残された．なお，「佐倉
市自然環境調査報告書」に掲載されている標本は，
前述の資料データベースで検索できる．また，我
孫子市では，個人によるまとまった昆虫調査が行
われており，報告書として「我孫子市の昆虫」（青木，
2010）が刊行されている．甲虫類の記録を多く含
むもので，報告書の元となった標本が故青木直芳
氏のご遺族により当館へ寄贈されている．

5）展示用標本
冒頭でも述べたように，当館の常設展示では一

貫して千葉県に関わる展示を行っている．そのた
め，常設展示に出ている昆虫標本は千葉県に生息
する昆虫だけである．収集方針は千葉県を中心と
しているが，開館後の数年の間に購入した大型カ
ブトムシやクワガタムシなどの海外産標本 （ちなみ
にここ十数年の資料購入費はゼロである） や，筆者
が個人的に海外で採集した標本なども収蔵してい
る （図 8）．これらは企画展示，出張授業，ミュー
ジアムトークなどで利用している．どこの博物館
も同様と思うが，当館でも昆虫，恐竜，深海生物
をテーマとした展覧会は圧倒的に集客力が高い．
やはり昆虫展には子供たちに人気のある海外産の
大型甲虫が必要である．海外産など多様な甲虫標
本を展示した 2008 年開催の企画展「大昆虫展—虫
のせかいはふしぎがいっぱい—」では，1 日平均入
場者数が長い間，当館開催の企画展の中でトップ 

（639 人） だったが，2018 年の恐竜展「恐竜ミュー

ジアム in ちば」で記録を更新された （754 人）．

課題
厳しい状況に置かれている日本の他の博物館と

同様に，当館でも，建物と設備の老朽化，収蔵スペー
スの不足，予算不足など，様々な課題に直面して
いる．
1）収蔵環境

2003 年までは，全収蔵庫で毎年燻蒸が実施され
ていた．燻蒸ガスに使用されていた臭化メチルが
使用禁止となった 2004 年以降は，燻蒸釜による収
蔵前の殺虫・殺菌処理 （薬剤は酸化エチレンを使用）
を徹底し，モニタリング調査などの IPM （総合的害
虫防除） との併用へ移行している．害虫発生のモニ
タリング調査として，全館的な生物生息調査 （粘着
トラップ 239 個を 2 週間設置） を年 4 回実施してい
る．収蔵庫燻蒸を中止後に植物標本の収蔵庫でタ
バコシバンムシによる大きな被害があり，昆虫関
係でもハチの巣の標本に被害が出たことがあった
が，現在は発生していない．経緯の詳細について
は斉藤 （2016） をご覧いただきたい．

開館 30 年以上が経過し，建物や空調設備の老
朽化による収蔵環境の悪化も大きな心配事であ
る．空調設備は老朽化が進んでおり，設定どおり
運転できないことに加え，光熱費の予算削減によ
り，日に数時間しか運転できない状況が続いてい
る．幸い，収蔵庫の構造がしっかりしているのか，
空調機が停止していても，前室と収蔵庫の大扉を
同時に開けない限り，収蔵庫内は大きく外気の影
響を受けることはないようである．今のところ夏
季の湿度が 60％を大きく越えるようなことはなく，
目視できるようなカビが発生したことはない．

展示スペースでは複数箇所で雨漏りが発生し，
恥ずかしながら雨の日はあちこちにバケツを置い
ている．幸い，収蔵庫は 1 階にあり，液浸収蔵庫
を除き雨漏りは今のところない．ただし，液浸収
蔵庫では酷い雨漏りがある．液浸標本瓶は濡れて
も標本は劣化することはないので，雨の日は床に
テンバコを並べてしのいでいる．雨漏りも空調設
備も，根本的な解決は，いつ実現するかわからな
い大規模改修まで待たなければならない．

2）収蔵スペースと標本の受け入れについて
甲虫標本の収蔵スペースについては概要の所で

述べた．甲虫に割り当てられた標本棚 20 本全体の
ドイツ箱収蔵率はほぼ満杯の約 95％である．分類
群によっては収納しきれず標本棚の上に標本箱が
積み上がっている状態である．個々の標本箱はま

図 8．海外産の展示用標本．
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だ空きもあり，少数ずつの増加は収まる場合もあ
るが，大きなコレクションの受け入れは難しい状
況である．それでも，特に千葉県産の標本は標本
化されてしっかりしたラベルが付いていれば，普
通種であってもできる限り寄贈を受け入れている．
他県産と海外産チョウ類の場合は，特に最近は標
本の状態やコレクションの特徴などを考慮して受
け入れる標本を厳選している．受け入れをお断り
した場合，行き場のない標本の行く末を思うとい
つも心が痛む．個人標本にはしばしば，標本化は
されているがラベルが不完全な標本 （先頭の標本に
しかラベルが刺されていないことがよくある） が
含まれていることがある．捨てられるのは忍びな
いと思い一緒に受け入れるが，結局そのままとな
り利用も難しい．利用もできず死蔵している状況
を見ると，とても標本に申し訳ない気持ちになる．
寄贈を考えておられる方は，各個体のラベルは必
須と考えていただきたい．標本化されていないも
のも過去には受け入れた例があるが，最近は受け
入れていない．

標本整理のための人件費はほとんどなく，昆虫
で使用できるのは年 10 日程度である．整理や登
録は，職員だけではとうてい間に合わず，数名の
ボランティアと市民研究員のご好意に頼っている．
標本は使われてこそ価値を持つものと思い，せめ
て科まではソーティングを済ませたいと心掛けて
いる．データがデジタル化されていれば，登録ま
での作業が大幅に削減されるので，寄贈を受け入
れる際は，可能であればデータを当館の資料デー
タベースの項目に合わせた状態で入力をお願いす
る場合もある．

標本の利用について
研究利用での標本の貸し出しは，研究者個人 （学

生の場合は指導教官） あてにインボイス （送り状） 
を発行 （館内では館長までの決裁が必要） する．展
示など研究以外の利用の場合は，内容をよくお聞
きした上で，代表者名による利用申込書を受けて，
館長名の承諾書を発行して貸し出している．コロ
ナ禍では難しいが，会員の皆さまにはぜひ来館さ
れて，研究に有用な標本を見いだし，利用してい
ただきたいと考えている．

おわりに
公立博物館の業績は，行政的には入館者数など

の数字で評価されがちである．標本の収集と保存
は博物館だけが持つ大切な社会的役割であり，博
物館にとって標本が重要であることは頭で理解で

きている人は多いかもしれない．しかし，それを
数値など判りやすく示すことが難しいため，どう
しても景気に左右され予算も削減されてしまう．
博物館が存続できなければ収集した標本への責任
を果たすことができない．博物館の職員は，だれ
もが判りやすい成果を上げつつ，標本が 100 年後，
200 年後も利用されるよう，地道な収集と整理，保
管を続けていかなければならないのだと思う．
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